
　岡富中学校の2年生（3クラス、84名）が、「ひなた場」を実施しました。「ひなた場」とは、生徒と先輩（保護
者や先生以外の大人）が、お互いに人生を語り合う「対話」を通して、人と人をつなぐプログラムで、自分自身
と向き合い、これからどうなりたいかを考えたり、理想にしたい大人の姿を見つけたりする体験活動です。
（宮崎県版「カタリバ」のことです。）
　今回の開催にあたりましては、18名の講師の方々の毎朝の検温や会場にアクリル板を設置するなど、学
校側で万全のコロナ感染防止対策を講じての実施となりました。「人生紙芝居」や「人生対話」を通して、生徒
も講師も貴重な体験ができたようです。

岡富中学校　「ひなた場」　～人生紙芝居・人生対話～

「よのなか教室」通信
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【人生紙芝居】 【人生対話】

・班のみんなとのやり取りを通してとても刺激を受けました。みんなと同じ年齢の頃を思い出したり、人
　生グラフの作成を通して過去を振り返ったりと、今回の機会がなければできない体験でした。
・延岡市で、「ひなた場」のような取組がもっと広がっていくと良いと思います。
・生徒はしっかり考え、悩んでいることを知り、とても嬉しくなりました。

・普段は地域の大人の人と話すことなんて少ないので、とてもよい経験になりました。
・大人の方々と直接話したり、紙芝居を聞いたりするうちに、大人の皆さんもつらい事や悲しい事はあっ
　たけど、それを乗り越えて頑張ってきたんだと感じました。
・今私が悩んでいることは本当に小さいなと思って、前向きな気持ちになることができたし、自分自身と
　向き合えたので良かったです。そして、私たちが住んでいる町には、こんなにいい大人がいることが分
　かりました。

＜生徒の感想＞

＜講師の感想＞

　本年度第1回目のキャリア教育実践交流会を開催いたします。

◎5月 20日（木）19:00～　社会教育センター
　　「ひなた場」、「キャリア・パスポート」等、本年度の取組について、意見交換ができればと思
います。どなたでも参加自由です。お気軽にご参加ください。

～キャリア教育実践交流会～



延岡中学校　よのなか教室
　　　　　　　　「ドクターヘリに夢を乗せて」

です。医療の現場で目の当たりにした、救える命を救えないことへの苦悩や葛藤から、命の格差を

なくしたいという強い思いを抱き、ドクターヘリを飛ばすという夢に向かって歩み続けた 8年間

を熱く語ってくださいました。

　夢を実現するためには、無理かな、だめかなと思っても、信念をもって、がむしゃらに挑むこと

が大切であるという金丸さんの言葉は、生徒たちに深く響くものでした。
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　延岡中学校の 2年生が、総合的な学習の時間を活用してよのなか教室を行

いました。今回は、ドクターヘリ医師としてご活躍の、宮崎大学救命救急セ

ンター　副センター長　金丸　勝弘さんに、「ドクターヘリに夢を乗せて」

という題で講話をしていただきました。講話の内容は、

・キャリア教育で学んだことは、働くということは、たくさんの収入を得ることが全ての目

的ではなく、その仕事にやりがいを感じることが大切だと分かりました。だから、将来仕事を

する時には、それが自分に合っているのか、やりがいや生きがいを感じることができるのか

などをしっかり考えたいです。

・最後の授業の「自分の人生に責任をもてるのは自分だけだ」という言葉がとても心に残っ

た。この言葉の通り、自分の人生に悔いのないように生きていきたいと改めて思った。

・ちょうど今、高校を考えないといけない時期だけど、学力だけで考えたり、周りに流された

りせず、自分の生きたいところ、自分の将来の夢に近づけるところを選ぼうと思いました。

【金丸勝弘さん】 【講話を聞く生徒】

１　医師を目指したきっかけ　

２　夢を叶えるために　

３　ドクターヘリ開始に向けて　

４　ドクターヘリに夢を乗せて　～ヘリがつないだ「命」と「絆」～

～生徒の感想～
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